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1. 2020年12月期第2四半期の連結業績（2020年1月1日～2020年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年12月期第2四半期 3,372 29.2 155 △20.6 136 △27.2 83 △33.3

2019年12月期第2四半期 2,611 5.5 196 64.9 188 72.6 125 79.5

（注）包括利益 2020年12月期第2四半期　　83百万円 （△33.3％） 2019年12月期第2四半期　　125百万円 （79.5％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2020年12月期第2四半期 7.38 ―

2019年12月期第2四半期 11.07 11.06

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2020年12月期第2四半期 8,640 2,853 32.7 249.05

2019年12月期 8,962 2,923 32.3 255.16

（参考）自己資本 2020年12月期第2四半期 2,825百万円 2019年12月期 2,894百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年12月期 ― 0.00 ― 13.50 13.50

2020年12月期 ― 0.00

2020年12月期（予想） ― 13.50 13.50

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2020年12月期の連結業績予想（2020年 1月 1日～2020年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,673 6.6 710 7.9 640 1.1 423 △3.6 37.34

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年12月期2Q 11,345,000 株 2019年12月期 11,345,000 株

② 期末自己株式数 2020年12月期2Q 66 株 2019年12月期 66 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年12月期2Q 11,344,934 株 2019年12月期2Q 11,344,934 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当社
としてその実現を約束する趣旨のものではありません。そのため、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想の前提とな
る条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信【添付資料】４ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」
をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大と長期化懸念により、

国内外の経済活動が停滞いたしました。なお、５月末に緊急事態宣言が解除され、経済活動が再開されたものの、

新型コロナウイルス感染症の第２波が懸念され、景気の先行きについては依然として不透明な状況が継続いたしま

した。 

不動産関連業界におきましては、中国にある建築資材や住宅設備の生産工場が一時的に操業を停止したことや、

外出自粛要請に伴う消費者の行動制限などの影響を受けたものの、住宅ローン金利は引き続き低位で推移してお

り、実需の住宅需要を後押しする要因となりました。なお、当社グループの営業エリアである兵庫県・大阪府にお

ける中古住宅の取扱件数は前年同期比19.2％減少（近畿レインズ調べ）、名古屋市における中古住宅の取扱件数は

同9.6％減少（中部レインズ調べ）いたしました。 

このような経営環境のなかで当社グループにおきましては、お客様やお取引先様、従業員の安全と健康に配慮し

た感染予防策を実施したうえで、フィービジネスとリフォームの連携強化（収益面）、開発分譲事業の推進（事業

規模の拡大）など、ワンストップ体制のシナジー最大化戦略に注力することで、持続的成長と高収益な事業基盤の

強化に取り組みました。 

まず、開発分譲事業において、製販一体の物件企画や広告戦略が奏功し、兵庫県宝塚市の戸建プロジェクト（26

戸）が契約完売するとともに、兵庫県伊丹市の戸建プロジェクト（第１期）が全24戸のうち21戸が契約済になるな

ど、新築戸建の販売が堅調に進捗しました。 

次に、流通事業においては、2020年１月に中部圏で３店舗目となる御器所営業所（名古屋市昭和区）を開設し、

営業エリアを拡大いたしました。さらに、京都大学との共同研究で開発した独自のレコメンドエンジンやマーケテ

ィングオートメーションの導入などコーポレートサイトの全面リニューアルにより集客力を強化してきた結果、自

社サイトへの問い合わせ件数が前年同期比で23.5%増加しました。 

なお、緊急事態宣言が発令された４月に流通店舗へ来店された購入顧客は前年同月比36.6%減少したものの、解

除された５月には前年同月比15.5%増加するなど、ワンストップサービスの基軸となる流通事業の成約件数が持ち

直しました。 

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の経営成績は、売上高3,372百万円（前年同期比29.2％増）、営業利

益155百万円（同20.6％減）、経常利益136百万円（同27.2％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益83百万円

（同33.3％減）となりました。 

 

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。 

 

流通事業におきましては、店舗数の多い関西圏では外出自粛要請の影響を大きく受け、住宅を購入されるお客様

の来店件数が前年同期比14.9％減少し、成約件数も同12.1％減少いたしました。一方で、中部圏では営業エリアの

拡大に伴い、住宅を購入されるお客様の来店件数が同67.1％増加するなど、ドミナント出店の効果が出始めまし

た。なお、新規店舗出店に伴う開設費用が先行投資として発生いたしました。この結果、売上高は634百万円（前

年同期比8.1％減）、営業利益は144百万円（同35.1％減）となりました。 

リフォーム事業におきましては、中古物件の取扱件数が前年同期比15.7％減少した結果、「中古住宅×リフォー

ム」の引渡件数が前年同期比31.9％減少いたしました。なお、緊急事態宣言解除後、来店件数の持ち直しに比例す

る形で請負契約件数も回復しており、第２四半期末の受注残高は553百万円（同7.3％減）となりました。この結

果、売上高は548百万円（前年同期比36.7％減）、営業利益は64百万円（同61.9％減）となりました。 

開発分譲事業におきましては、製販一体の連携強化により、物件力の向上と付加価値の高いまちづくりに取り組

みました。また、流通店舗に集まる売却情報を活かした相対取引での物件仕入や2021年以降に販売する戸建分譲用

地の仕入を行いました。この結果、売上高は2,102百万円（前年同期比126.3％増）、営業利益は107百万円（同

174.0%増）となりました。 

賃貸事業におきましては、商業施設のテナント誘致やシェアハウスの入居募集に取り組みました。この結果、売

上高は81百万円（前年同期比66.3％増）、営業利益は14百万円（同営業損失22百万円）となりました。 

不動産取引派生事業におきましては、火災保険料単価の高い新築戸建の引渡件数増加により、損害保険手数料が

前年同期比7.2％増加いたしました。なお、開発分譲事業の取扱件数増加が、流通事業の決済件数減少を補い、住

宅ローン事務代行の取扱件数は同0.1％減少にとどまりました。この結果、売上高は72百万円（前年同期比12.2％

増）、営業利益は40百万円（同15.4％増）となりました。 

その他の事業におきましては、下半期でのコンサルティング業務受注を目指し、全国のクライアントに対する企

業訪問を自粛し、オンラインでの営業活動に注力いたしました。また、大阪大学・神戸大学合格専門塾「志信館」

においては、オンライン授業や一人ひとりの課題に応じた個別カリキュラムを導入など、新規入塾生の募集に取り

組みました。この結果、売上高は51百万円（前年同期比44.4％減）、営業損失は８百万円（同営業利益21百万円）

となりました。 
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（２）財政状態に関する説明 

  ①資産、負債及び純資産の状況 

(資産) 

当第２四半期連結会計期間末における総資産の残高は、前連結会計年度末より322百万円減少し、8,640百万円と

なりました。 

流動資産の残高は、前連結会計年度末より11百万円増加し、5,479百万円となりました。主な要因といたしまし

ては、保有目的変更に伴い固定資産をたな卸資産へ振り替えたことにより未成工事支出金が267百万円、現金及び

預金が144百万円、その他が10百万円それぞれ増加した一方で、新築戸建をはじめとした開発物件の販売が進捗し

たことにより販売用不動産が249百万円、受取手形及び売掛金が161百万円それぞれ減少したことによるものであり

ます。 

固定資産の残高は、前連結会計年度末より340百万円減少し、3,153百万円となりました。主な要因といたしまし

ては、保有目的変更に伴い固定資産をたな卸資産へ振り替えたことにより土地が317百万円、賃貸用マンションの

一部を売却したことにより建物及び構築物が17百万円それぞれ減少したことによるものであります。 

 

(負債) 

流動負債の残高は、前連結会計年度末より410百万円減少し、3,449百万円となりました。この要因といたしまし

ては、販売用物件の販売等により短期借入金が591百万円、未払法人税等が133百万円、支払手形及び買掛金が48百

万円それぞれ減少した一方で、１年内返済予定の長期借入金が237百万円、その他が90百万円、１年内償還予定の

社債が35百万円それぞれ増加したことによるものであります。 

固定負債の残高は、前連結会計年度末より156百万円増加し、2,337百万円となりました。主な要因といたしまし

ては、手元資金の充実を目的に発行した社債が215百万円増加した一方で、１年内返済予定へ振り替えたことによ

り長期借入金が65百万円減少したことによるものであります。 

 

(純資産) 

純資産の残高は、前連結会計年度末より69百万円減少し、2,853百万円となりました。主な要因といたしまして

は、親会社株主に帰属する四半期純利益を83百万円計上した一方で、2019年12月期の期末配当金を153百万円実施

したことによるものであります。 

 

②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ144百万円増加し、1,451百万円となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況

とその要因は以下のとおりであります。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動によるキャッシュ・フローにつきましては、税金等調整前四半期純利益136百万円に対し、開発分譲物

件の販売等によりたな卸資産（販売用不動産及び未成工事支出金等）の減少341百万円、売上債権の減少161百万

円、前受金の増加54百万円、減価償却費42百万円並びに未払金の増加40百万円により資金が増加した一方で、法人

税等の支払額159百万円、未払費用の減少48百万円並びに仕入債務の減少47百万円により資金が減少したことを主

な要因として、552百万円の資金増加（前年同期は741百万円の資金減少）となりました。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動によるキャッシュ・フローにつきましては、流通店舗の新規出店に関する改装等に伴う有形固定資産の

取得による支出75百万円を主な要因として、78百万円の資金減少（前年同期は1,141百万円の資金減少）となりま

した。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動によるキャッシュ・フローにつきましては、開発物件の販売等により短期借入金591百万円、長期借入

金の返済による支出（１年内返済予定の長期借入金を含む）317百万円、配当金の支払額153百万円の資金がそれぞ

れ減少した一方で、長期借入れによる収入490百万円並びに社債の発行による収入243百万円の資金がそれぞれ増加

したことを主な要因として、329百万円の資金減少（前年同期は1,332百万円の資金増加）となりました。 
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

当第２四半期連結累計期間は、新築戸建の販売が堅調に進捗したことにより、開発分譲事業の引渡し戸数が当初

計画を上回った結果、売上高が業績予想を上回りました。 

また、緊急事態宣言が発令された４月に流通店舗へ来店された購入顧客数は前年同月比36.6％減少したものの、

解除された５月には同15.5％増加するなど、ワンストップサービスの基軸となる流通事業の成約件数は持ち直し、

各種利益は計画通りに進捗しているため、2020年２月13日に公表いたしました2020年12月期の連結業績予想を変更

しておりません。 

なお、2020年７月以降において、新型コロナウイルス感染症の拡大ペースが加速している状況にあり、2020年12

月期連結業績予想に与える影響については、引き続き精査してまいります。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2019年12月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2020年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,306 1,451 

受取手形及び売掛金 513 351 

販売用不動産 1,680 1,430 

未成工事支出金 1,801 2,069 

未成業務支出金 0 0 

その他 165 176 

流動資産合計 5,467 5,479 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 920 902 

土地 1,573 1,255 

信託建物 528 537 

信託土地 600 600 

その他 103 138 

減価償却累計額 △487 △524 

有形固定資産合計 3,237 2,909 

無形固定資産    

その他 13 11 

無形固定資産合計 13 11 

投資その他の資産 243 232 

固定資産合計 3,494 3,153 

繰延資産 0 7 

資産合計 8,962 8,640 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 251 202 

短期借入金 2,675 2,083 

1年内償還予定の社債 － 35 

1年内返済予定の長期借入金 408 645 

未払法人税等 157 24 

その他 367 458 

流動負債合計 3,859 3,449 

固定負債    

社債 － 215 

長期借入金 2,090 2,025 

その他 90 97 

固定負債合計 2,180 2,337 

負債合計 6,039 5,786 

純資産の部    

株主資本    

資本金 277 277 

資本剰余金 198 198 

利益剰余金 2,418 2,349 

自己株式 △0 △0 

株主資本合計 2,894 2,825 

新株予約権 28 28 

純資産合計 2,923 2,853 

負債純資産合計 8,962 8,640 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2019年１月１日 
 至 2019年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2020年１月１日 

 至 2020年６月30日) 

売上高 2,611 3,372 

売上原価 2,104 2,916 

売上総利益 506 456 

販売費及び一般管理費 310 300 

営業利益 196 155 

営業外収益    

受取利息 0 0 

受取配当金 0 0 

受取家賃 2 2 

助成金収入等 0 4 

その他 8 2 

営業外収益合計 11 9 

営業外費用    

支払利息 15 20 

その他 4 7 

営業外費用合計 19 27 

経常利益 188 136 

税金等調整前四半期純利益 188 136 

法人税、住民税及び事業税 88 28 

法人税等調整額 △26 25 

法人税等合計 62 53 

四半期純利益 125 83 

非支配株主に帰属する四半期純利益 － － 

親会社株主に帰属する四半期純利益 125 83 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2019年１月１日 
 至 2019年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2020年１月１日 

 至 2020年６月30日) 

四半期純利益 125 83 

四半期包括利益 125 83 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 125 83 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2019年１月１日 
 至 2019年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2020年１月１日 

 至 2020年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 188 136 

減価償却費 36 42 

受取利息及び受取配当金 △0 △0 

支払利息及び支払保証料 15 20 

売上債権の増減額（△は増加） △135 161 

たな卸資産の増減額（△は増加） △746 341 

前渡金の増減額（△は増加） △40 △28 

仕入債務の増減額（△は減少） △46 △47 

未払金の増減額（△は減少） 5 40 

未払費用の増減額（△は減少） 66 △48 

前受金の増減額（△は減少） 35 54 

その他 7 71 

小計 △614 744 

利息及び配当金の受取額 0 0 

支払利息及び支払保証料の支払額 △16 △32 

法人税等の支払額 △110 △159 

営業活動によるキャッシュ・フロー △741 552 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △1,112 △75 

有形固定資産の売却による収入 0 0 

無形固定資産の取得による支出 △2 △3 

その他 △26 0 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,141 △78 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 413 △591 

長期借入れによる収入 1,250 490 

長期借入金の返済による支出 △178 △317 

社債の発行による収入 － 243 

配当金の支払額 △152 △153 

その他 － △0 

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,332 △329 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △550 144 

現金及び現金同等物の期首残高 1,687 1,306 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,136 1,451 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 2019年１月１日 至 2019年６月30日）

  １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                  （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 調整額 

（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）３   流通 リフォー

ム 
開発分譲 賃貸 不動産 

取引派生 
計 

売上高                    

外部顧客への売上高 629 846 929 49 64 2,518 92 2,611 － 2,611 

セグメント間の内部売上

高又は振替高 
60 20 － － － 80 0 80 △80 － 

計 689 866 929 49 64 2,598 92 2,691 △80 2,611 

セグメント利益又は損失

（△） 
222 168 39 △22 35 443 21 464 △268 196 

 
    （注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、当社グループが行う

広告制作業務（受託販売物件に関するものを除く）、受託販売事業及び教育事業等を含んでおりま

す。

       ２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△268百万円には、セグメント間取引消去△19百万円及び各

報告セグメントに配分していない全社費用△249百万円が含まれております。全社費用は、主に報告

セグメントに帰属しない一般管理費であります。

       ３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 2020年１月１日 至 2020年６月30日）

  １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                  （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 調整額 

（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）３   流通 リフォー

ム 
開発分譲 賃貸 不動産 

取引派生 
計 

売上高                    

外部顧客への売上高 577 487 2,102 81 71 3,321 51 3,372 － 3,372 

セグメント間の内部売上

高又は振替高 
56 61 － － 0 118 － 118 △118 － 

計 634 548 2,102 81 72 3,439 51 3,490 △118 3,372 

セグメント利益又は損失

（△） 
144 64 107 14 40 371 △8 362 △207 155 

 
    （注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、当社グループが行う

広告制作業務（受託販売物件に関するものを除く）、受託販売事業及び教育事業等を含んでおりま

す。

       ２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△207百万円には、セグメント間取引消去17百万円及び各報

告セグメントに配分していない全社費用△224百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セ

グメントに帰属しない一般管理費であります。

       ３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 
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